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最新の流行情報の効率的な取得につながる
アプリケーションの検討と実装を行った。 
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 テレビ、ラジオ、新聞、雑誌、インターネットなど 

 情報を手にすることのできるツールは沢山ある。 

 

 

 

 自分に必要な最新の流行情報を入手することにより、日常
生活においてのコミュニケーションや考えの補強に活かす。 

 

 本研究では、『多く登場するキーワード＝多数の人が興味・

関心を示している＝流行 』と定義付ける。 
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情報の鮮度 情報の信憑
性 

情報の可否
判断 

持ち歩き スマートフォ
ンとの親和
性 
 

テレビ ◎ ◎ ○ △（ワンセグ
のみ可 

△ 
 

ラジオ ◎ ○ △ ◎ × 

新聞 ○ ◎ ○ ○ × 

雑誌 ○ ○ ◎ ◎ ○ 

インターネッ
ト 

◎ △ ◎ ◎ ◎ 

インターネットは流行情報を収集するのに最も適している。 

4 



リアルタイ
ム性 

検索機能 情報伝搬
力 

ＳＮＳとの
連携 

視認性 スマート
フォンとの
親和性 

ソーシャル
ブックマー
ク 

△ △ ○ × ○ △ 

Goo ラン
キング 

△ ◎ ○ ◎ 
 

△ △ 

twitter ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ 

Kizasi.jp △ ◎ ○ × ○ △ 

Faceboo
k 

○ △ ◎ ◎ △ ○ 

リアルタイム性と検索機能の両立が難しい 
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 リアルタイム性が低い。 
⇒情報は一秒単位で変化していくので更新頻度は高くなくては
ならない。 

 

スマートフォンで閲覧できないものが多い。 
⇒いつでも、どこからでも閲覧が可能であるべき。 

 

検索機能が不十分である。 
⇒流行しているキーワードがわかったとして、そのキーワード
の意味や使われ方を理解できなければならない。 
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 リアルタイム性が低い。 
⇒既存アプリケーションの中で、最もリアルタイム性に優れた
ツイッターの機能を活用する。 
 

 スマートフォンで閲覧できないものが多い。 
⇒スマートフォンでもアプリケーションが利用できるよう対応さ
せる。 

 

検索機能が不十分である。 
⇒辞書や辞典の情報で関連情報を補う。 

7 



 ツイッターを利用したリアルタイム検索機能 

 

 キーワードの辞書検索およびWeb検索 

 

 検索急上昇キーワードランキング情報の表示機能 
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キーワード入力フォーム 

検索結果表示画面 
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 成果 
・インターネットを用いた流行収集モデルの提案 
・操作性とリアルタイム性に優れた流行収集アプリケーションの一部実
装 

・自分に必要な最新の流行情報をより容易に入手可能になったこと
により、日常生活においてのコミュニケーションや考えの補強に活か
す可能性が高まった 
 
 

 今後の課題 
・ＳＮＳ、ブログとの連携 
・スマートフォン対応 
・キーワードの辞書検索及びWeb検索 
・直近の情報だけでなく、長いスパンでの流行動向の把握 
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以上で発表を終わります。 

ご清聴ありがとうございました。 

 質問等ありましたらお願いします。 
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